
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 【令和４年度 予算要求の基本的な考え方】 

             
 公開時点での予算要求の内容であり、令和４年度に実施することが確定しているものではありません。 

地域の災害対応力の強化            要求額 180百万円（対前年度比 +0.3％） 

 ①消防団の充実強化              

  （消防団施設の建替え、消防団員の入団促進の取組みなど） 

②市民防災活動への支援等（防災リーダー研修の実施など） 

    拡 ③応急手当の普及啓発活動の推進        

 
高齢者等要配慮者の安全・安心対策の推進  要求額 74百万円（対前年度比 ▲3.1％） 

                          ※介護保険特別会計予算を含む 
      ④いきいき安心訪問の推進      

     （消防団員による高齢者世帯等への訪問活動） 

 ⑤住宅用火災警報器の設置と維持管理の推進 

 ⑥あんしん通報システムの利用促進 

  （健康上特に注意が必要な高齢者世帯等に向けた緊急通報サービスの利用促進） 

 ⑦Ｎｅｔ１１９緊急通報システムの利用促進 

 （聴覚障害等のある方が利用可能な１１９番通報システムの利用促進） 

あらゆる災害に対応できる消防力の強化 要求額 365百万円（対前年度比▲73.2 ％） 

拡 ⑧救急体制の充実強化（救急救命士の養成など） 

⑨救急隊員等の新型コロナウイルス感染症対策 

⑩救助用資器材の整備  

新 ⑪林野火災対策の充実強化            

消防施設等の整備           要求額 1,448百万円（対前年度比+95.8％） 

拡 ⑫消防施設の長寿命化  

   （消防署・消防団施設の屋根・外壁の改修など） 

新 ⑬消防施設のカーボンニュートラル推進 

（第三者所有方式での省エネ機器の導入など） 

一般会計要求総額 

   ３，１８４百万円 

（対前年度予算 ▲6.8％） 

 
「市民の生命、身体及び財産を災害などから守る」とい

う使命のもと、北九州市基本構想・基本計画に基づき、

「健康で安全・安心な暮らしの実現」に取り組みます。 
火災の予防、火災時の被害の低減等に向け、地域と一体

となった災害対応力の強化を図るため、効果的な防火安全

対策を推進します。 
また、近年多発する大規模災害などあらゆる災害に備

え、災害対応に必要な資器材の整備や防災拠点となる消防

施設の改修等を進めます。 
引き続き、救急活動等での感染症対策に万全を期し、消

防活動に支障が生じないよう徹底して取り組みます。 

新 ：新規事業   拡 ：拡充事業 

 

【令和４年度 予算要求の経営方針】 


